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スターター チームＡ： ＃５，＃６，＃７，＃９，＃１１ 

 チームＢ： ＃４，＃５，＃６，＃７，＃１１ 

ディフェンス チームＡ： □ マンツーマン  ■ ゾーン（ ２－３   ） □ その他（        ） 

(試合開始時) チームＢ： □ マンツーマン  ■ ゾーン（ ２－１－２ ） □ その他（        ） 

 

今大会は、ノーシードで勝ち上がった秋の覇者秋田西中学校と男鹿東中学校との対戦となった。 

   

  第１Ｑ開始早々，秋田西が♯５桜庭の３Ｐで先制、その後も♯５桜庭の連続得点で加点する。追いすがる男

鹿東も徐々に流れを掴み♯４安藤のドライブで相手ディフェンスを打ち破り、♯１１杉本のジャンプシュートで得

点する。しかし、秋田西は♯６佐々木の速攻で更にリードを広げる。たまらず残り４分男鹿東はタイムアウト。

その後、♯５桜庭へのボックスワンのディフェンスをし、♯６佐藤、♯５目黒の３連続得点で男鹿東は流れを掴

む。その後も一進一退の攻防が続き、１６－１３の秋田西リードで終了する。 

  

  第２Ｑ、男鹿東は、１Ｑに引き続き、♯１１杉本が秋田西♯５桜庭をマッチアップ、他の選手にも強いプレッシ

ャーをかけボールを奪い、♯５目黒のドライブシュート♯１１杉本のリバウンドからのシュートなどで加点する。

一方、秋田西は、♯４阿部をコートに入れ、プレスに対応し、♯４阿部のジャンプシュート♯７朝倉のオフェンス

リバウンドからのシュートで加点し、男鹿東の反撃を許さない。前半３０－２５秋田西リードで折り返す。 

 

 第３Ｑ，秋田西は、♯６佐々木の連続得点でリードを広げる。対する男鹿東はタイムアウトを請求する。その

後、男鹿東はディフェンスからリズムを掴み、♯５目黒の連続３Ｐでリードを許さない。対する秋田西も♯１１庄

内、♯５桜庭、♯６佐々木の３Ｐで男鹿東の追撃を許さず。５０－３９秋田西リードで最終クォーターを迎えた。 

 

第４Ｑ， 反撃したい男鹿東は、ディフェンスからのリバウンド、ルーズボールに食らいつき、♯５目黒のドラ

イブ、連続３P で逆転を狙う。対する秋田西も♯５桜庭の３P で応戦するが、男鹿東の勢いが止められず、５５

－５１の４点差に詰められ、たまらずタイムアウト。しかし、更に男鹿東は、♯６佐藤のジャンプシュート、♯５目

黒のドライブインで逆転する。攻撃の流れを掴めない秋田西は、♯５桜庭のジャンプシュートで応戦する。しか

し、男鹿東♯５目黒のドライブインで再逆転し、２年ぶり２回目の優勝を飾る。 

両チームの最後まであきらめないプレイは、観衆に大きな感動を与えた。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


